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　令和元年度に森林環境譲与税の譲与が開始されてから、令和４年度で４年目を迎え
ました。全国の市町村では、譲与税の活用により、間伐等の森林整備、人材育成・
担い手の確保、木材利用・普及啓発などの取組が展開されています。
　本稿では、令和元年度から３年度における譲与税の活用状況と、更なる活用促進に
向けた林野庁の取組について紹介します。

森林環境譲与税の活用促進に向けて
～令和３年度までの活用実績と林野庁の取組～



4林野 2023.2 No.191

森林環境譲与税の活用促進に向けて

　
　
　
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
の
仕
組
み

「
森
林
環
境
税
」は
、令
和
６
年
度
か
ら
、

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
を
用
い

て
、
市
町
村
が
国
税
と
し
て
１
人
年
額
1
，

0
0
0
円
を
徴
収
す
る
新
た
な
税
で
す
。

一
方
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、
森

林
環
境
税
に
よ
る
税
収
を
原
資
と
し
て
、

市
町
村
に
お
け
る
森
林
整
備
の
促
進
の
た

め
に
、
市
町
村
と
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ

る
財
源
で
す
。
既
に
、
令
和
元
年
度
か
ら

譲
与
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
各
市
町
村
・

都
道
府
県
へ
の
譲
与
額
は
、
自
治
体
別
の

私
有
林
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数

及
び
人
口
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

譲
与
税
の
使
途
は
、「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
31
年
法
律
第
３
号
）
に
基
づ
き
、
市
町

村
で
は
、
間
伐
等
の
「
森
林
の
整
備
に
関

す
る
施
策
」
と
、
人
材
育
成
・
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等

の
「
森
林
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」

に
、
都
道
府
県
で
は
「
森
林
整
備
を
実
施

す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す
る
費
用
」

に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
法
に
よ
り
、
市
町
村
等
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
譲
与
税
の

使
途
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
４
年
度
予
算
に
お
け
る
譲

与
税
の
活
用
予
定
額
は
、
令
和
４
年
９
月

時
点
で
市
町
村
に
聞
き
取
っ
た
結
果
、

4
0
5
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
③
　
取
組
の
実
績

令
和
３
年
度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林

整
備
」
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に

基
づ
く
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
が
約

18
万
ha
、
市
町
村
自
ら
又
は
市
町
村
独
自

の
補
助
事
業
等
に
よ
る
森
林
整
備
が
約

3
・
1
万
ha
、
作
業
道
や
林
道
・
林
業
専

用
道
の
整
備
が
約
4
2
0
㎞
行
わ
れ
ま
し

た
。
森
林
整
備
で
は
、
間
伐
等
の
ほ
か
、

再
造
林
の
支
援
や
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺

の
森
林
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
森
林
の
課

題
に
応
じ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
」
と
し

て
は
、
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め

の
研
修
等
に
約
6
，4
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
林
業
従
事
者
へ
の
安
全
防
護
服

の
購
入
補
助
や
、
林
業
に
必
要
な
技
能
講

習
経
費
へ
の
助
成
等
の
取
組
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
新
規
就
業
者
の
住
ま
い
を
確

保
す
る
た
め
の
空
き
家
の
改
修
等
の
取
組

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
木
材
利
用
・
普
及
啓
発
」
と
し
て
は
、

都
市
部
を
中
心
に
、公
共
建
築
物
の
木
造
・

木
質
化
等
で
約
2
・
3
万
㎥
の
木
材
が
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
植
樹
・
木
育
な
ど

３ 　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

⑴
　
市
町
村
の
取
組
状
況

　
①
　
市
町
村
の
取
組
分
野

全
国
の
市
町
村
で
は
、
譲
与
税
を
活
用

し
て
、「
間
伐
等
の
森
林
整
備
」、「
人
材

育
成・担
い
手
の
確
保
」及
び「
木
材
利
用
・

普
及
啓
発
」
の
各
分
野
で
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林

整
備
」
に
取
り
組
ん
だ
市
町
村
数
は
1
，

3
3
3
（
全
市
町
村
数
に
対
す
る
割
合
：

77
％
）、「
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
」

は
5
1
7
（
同
30
％
）、「
木
材
利
用
・
普

及
啓
発
」
は
7
1
9
（
同
41
％
）
と
な
り

ま
し
た
。「
基
金
へ
の
全
額
積
立
等
」
の

市
町
村
数
は
2
4
0
（
同
14
％
）
ま
で
減

少
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
②
　
市
町
村
の
活
用
額

市
町
村
に
お
け
る
譲
与
税
の
活
用
額

は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

度
に
65
億
円
、
令
和
２
年
度
に
1
6
3
億

円
で
あ
っ
た
の
が
、
令
和
３
年
度
に
は

2
1
7
億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

使
途
の
区
分
別
に
見
る
と
、
令
和
３
年

度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林
整
備
」
が

1
4
6
億
円
で
最
も
多
く
、「
人
材
の
育

成
・
担
い
手
の
確
保
」
は
17
億
円
、「
木

材
利
用
・
普
及
啓
発
」
は
54
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）。

の
イ
ベ
ン
ト
が
約
1
，8
0
0
回
開
催
さ

れ
、
約
12
・
5
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
流
・
下
流
や
友
好
都
市
な
ど
、
地
域
間

の
連
携
に
よ
る
取
組
も
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

学
校
給
食
の
食
器
を
地
域
産
の
木
材
で
製
作

す
る
な
ど
、
森
林
や
木
材
へ
の
理
解
の
醸
成

を
図
る
工
夫
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
森
林
整
備
面
積
は
、
令

和
元
年
度
の
約
５
倍
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
項
目
で
取
組
実
績
が
増
加
し
て

い
ま
す
（
表
１
）。

⑵
　
都
道
府
県
の
取
組
状
況

　
市
町
村
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運

用
と
譲
与
税
の
活
用
の
主
体
と
な
り
ま
す

が
、
林
業
専
門
の
部
署
が
な
い
、
林
務
担

当
職
員
が
少
な
い
な
ど
、
取
組
体
制
が
十

分
で
は
な
い
市
町
村
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
市
町
村
の
支
援
の
た
め
に
、
譲
与

税
の
一
定
割
合
（
令
和
３
年
度
は
15
％
）

は
、
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
、
全
て
の
都
道
府
県
が
、
譲
与
税

を
活
用
し
て
、
市
町
村
支
援
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
内
容
と
し

て
、
市
町
村
の
業
務
支
援
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
、
県
単
位
の
事
業
支
援
団
体
の

運
営
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
市
町
村
職

員
の
研
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
都
道

府
県
に
よ
っ
て
は
、
森
林
組
合
等
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を
構
築
す

注1：総務省・林野庁調べ  

注2：グラフ内の実数は市町村数、割合は全市町村（1,741）に対するものを表示、項目は複数選択可 

注1：総務省・林野庁調べ  

注2：令和4年度の金額については、2022年9月時点での自治体への聞き取り結果による  
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図１：市町村における森林環境譲与税の使途

図２：森林環境譲与税の市町村における活用額
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区分
 

主な取組実績  
 

令和元年度
 

令和２年度
 

令和３年度
 

間伐等の森林整備関係
 

意向調査実施面積
    

  

 

  

 

 

 

 

森林作業道の整備
   

林道・林業専用道の整備
    

人材の育成・担い手の確保
 

研修等の参加者数  
 

約６．５千人
 

約５．０千人
  

木材利用・普及啓発
 

木材利用量
  

イベント、講習会等
 

約９００回
 

約１０００回  約１８００回
 

参加者等
 

約８８千人
 

約５６千人
 

約１２５千人
 

注2：本実績値には、森林環境譲与税と他の財源を組み合わせて行った事業の実施分も含まれている。
注1：総務省・林野庁調べ  

市町村によって取組の内容は様々であり、「主な取組実績」は、代表的なものを提示している。
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６
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。
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育
成
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約
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。

「
木
材
利
用
・
普
及
啓
発
」
と
し
て
は
、

都
市
部
を
中
心
に
、公
共
建
築
物
の
木
造
・

木
質
化
等
で
約
2
・
3
万
㎥
の
木
材
が
利

用
さ
れ
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備
」、「
人
材

育
成・担
い
手
の
確
保
」及
び「
木
材
利
用
・

普
及
啓
発
」
の
各
分
野
で
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林

整
備
」
に
取
り
組
ん
だ
市
町
村
数
は
1
，

3
3
3
（
全
市
町
村
数
に
対
す
る
割
合
：

77
％
）、「
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
」

は
5
1
7
（
同
30
％
）、「
木
材
利
用
・
普

及
啓
発
」
は
7
1
9
（
同
41
％
）
と
な
り

ま
し
た
。「
基
金
へ
の
全
額
積
立
等
」
の

市
町
村
数
は
2
4
0
（
同
14
％
）
ま
で
減

少
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
②
　
市
町
村
の
活
用
額

市
町
村
に
お
け
る
譲
与
税
の
活
用
額

は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

度
に
65
億
円
、
令
和
２
年
度
に
1
6
3
億

円
で
あ
っ
た
の
が
、
令
和
３
年
度
に
は

2
1
7
億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

使
途
の
区
分
別
に
見
る
と
、
令
和
３
年

度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林
整
備
」
が

1
4
6
億
円
で
最
も
多
く
、「
人
材
の
育

成
・
担
い
手
の
確
保
」
は
17
億
円
、「
木

材
利
用
・
普
及
啓
発
」
は
54
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）。

の
イ
ベ
ン
ト
が
約
1
，8
0
0
回
開
催
さ

れ
、
約
12
・
5
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
流
・
下
流
や
友
好
都
市
な
ど
、
地
域
間

の
連
携
に
よ
る
取
組
も
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

学
校
給
食
の
食
器
を
地
域
産
の
木
材
で
製
作

す
る
な
ど
、
森
林
や
木
材
へ
の
理
解
の
醸
成

を
図
る
工
夫
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
森
林
整
備
面
積
は
、
令

和
元
年
度
の
約
５
倍
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
項
目
で
取
組
実
績
が
増
加
し
て

い
ま
す
（
表
１
）。

⑵
　
都
道
府
県
の
取
組
状
況

　
市
町
村
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運

用
と
譲
与
税
の
活
用
の
主
体
と
な
り
ま
す

が
、
林
業
専
門
の
部
署
が
な
い
、
林
務
担

当
職
員
が
少
な
い
な
ど
、
取
組
体
制
が
十

分
で
は
な
い
市
町
村
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
市
町
村
の
支
援
の
た
め
に
、
譲
与

税
の
一
定
割
合
（
令
和
３
年
度
は
15
％
）

は
、
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
、
全
て
の
都
道
府
県
が
、
譲
与
税

を
活
用
し
て
、
市
町
村
支
援
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
内
容
と
し

て
、
市
町
村
の
業
務
支
援
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
、
県
単
位
の
事
業
支
援
団
体
の

運
営
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
市
町
村
職

員
の
研
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
都
道

府
県
に
よ
っ
て
は
、
森
林
組
合
等
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を
構
築
す

表１：森林環境譲与税の市町村における主な取組実績
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る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
町
村
の
範
囲
を
超
え
て

広
域
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

人
材
育
成
・
担
い
手
対
策
（
43
都
道
府
県
）

や
、
木
材
利
用
の
推
進
・
普
及
啓
発
（
29

都
道
府
県
）
に
譲
与
税
を
活
用
す
る
都
道

府
県
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
（
図
３
）。

　
　
　
林
野
庁
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
組

　
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
譲
与

税
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
、

譲
与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
取
組
の

リ
ス
ト
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
事
例
集

の
改
良
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑴
　「
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
実 

　
施
可
能
な
市
町
村
の
取
組
の
例
」（
ポ

　
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
の
公
表

　
林
野
庁
と
総
務
省
は
、
令
和
４
年
６
月

に
、
市
町
村
が
譲
与
税
の
活
用
を
検
討
す

る
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
「
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
市
町
村
の

取
組
の
例
」（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
を

作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。
同
リ
ス
ト
で
は
、

森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
、
普

及
啓
発
の
分
野
別
に
、
実
施
可
能
な
取
組

の
例
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
譲
与
税
の
使
途
は
、
本
リ
ス

⑶
　
そ
の
他

　
こ
の
ほ
か
、
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
へ

の
支
援
と
し
て
、
市
町
村
職
員
向
け
の
説

明
会
・
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
、
市
町
村

へ
の
技
術
的
助
言
を
行
う
「
森
林
経
営
管

理
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
、
情
報
誌
「
シ
ュ

ー
セ
キ
！
」
の
定
期
配
信
、「
地
域
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用
促
進
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
更
な
る
活
　

　
　
　
用
促
進
に
向
け
て

　
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
、
取
組
市
町
村

数
、
活
用
額
、
活
用
実
績
の
い
ず
れ
も
、

着
実
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
各
市
町

村
で
は
、
意
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た

森
林
整
備
や
、
積
立
基
金
を
活
用
し
た
木

造
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
本
格
的
な
取
組

が
始
ま
っ
て
お
り
、令
和
４
年
度
以
降
も
、

更
な
る
取
組
の
進
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
譲
与
税
の
財
源
と

な
る
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
対

す
る
社
会
の
関
心
は
、
大
き
く
高
ま
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
納
税
者

の
皆
様
に
新
た
な
税
の
負
担
を
ご
理
解
頂

く
た
め
に
は
、
課
税
開
始
ま
で
に
譲
与
さ

れ
た
財
源
の
活
用
に
よ
り
、着
実
に
成
果
・

ト
に
掲
げ
た
項
目
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
森
林
整
備
の
促
進
に
資
す
る

内
容
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。

⑵
　「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
」

　
の
改
良

　
林
野
庁
で
は
、
毎
年
度
、
各
地
に
お
け

る
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
事
例
を
整
理

し
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例

集
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
に
公
表
し
た
令
和
３
年

度
の
事
例
集
で
は
、
事
例
を
検
索
し
や
す

く
す
る
た
め
、
紹
介
事
例
の
要
旨
、
使
途

の
分
類
に
よ
る
早
見
表
、
都
道
府
県
別
の

索
引
（
巻
末
）
を
新
た
に
掲
載
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
例
集
に
は
、市
町
村
の
93
事
例
、

都
道
府
県
の
1
0
2
事
例
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
各
年
度
の
事
例
集
は
、
林
野
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
可
能
で
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/-
j/keikaku/kankyouzei/kankyou-
zei_jouyozei.htm
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効
果
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
16
日

に
決
定
さ
れ
た
与
党
税
制
改
正
大
綱
で
、

「
譲
与
税
を
森
林
整
備
や
木
材
利
用
等
に

一
層
有
効
に
活
用
し
、
国
民
の
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
各
地
域
に
お
け
る
取
組
み
の
進
展

状
況
や
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
考
慮
し

つ
つ
、
森
林
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
必
要

な
施
策
の
推
進
に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討

す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
市
町
村
・
都
道
府
県
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な
成
果
を
挙

げ
た
上
で
、
そ
の
成
果
を
住
民
の
皆
様
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
頂
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
と
し
て
も
、
市
町
村
へ
の
支
援

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
譲
与
税

に
よ
る
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
参
り

ま
す
。

森林整備 人材の育成 木材利用・普及啓発
譲与税を活用した市町村の取組事例

鯖江市では、地域課題に対応するため
の補助制度を整備しています。
令和３年度は、インフラ施設周辺の森

林1.2haについて、除伐等への支援を実
施しました。

福井県 鯖江市

施業後の状況

仁淀川町では、全国から移住希望者を募
集して、町内の林業事業体に配属し、間伐
や再造林等の実践研修を実施しています。
令和３年度は、８名が研修を開始する

とともに、４名が町内の林業事業体に就
業しました。

高知県 仁淀川町

林業研修の様子

浦添市では、令和３年度から４年度に
かけて、県産材を活用した学校給食漆器
の製作を進めています。
令和5年度からは、中学校で完成品の

使用が開始される予定です。

沖縄県 浦添市

漆器の製作状況

大館市では、森林経営管理制度の取組
をはじめ、森林整備等に関する幅広い取
組を進めています。
令和３年度は、新たに78.6haの森林を

集積したほか、皆伐後の再造林への支援
等を実施しました。

秋田県 大館市

再造林支援のパンフレット

黒滝村では、新規林業就業者を確保す
るため、林業従事者の住環境整備を進め
ています。
令和３年度は、空き家２棟の借り上げ

と改修を行い、２名の新規雇用につなが
りました。

奈良県 黒滝村

改修後の状況

安城市では、上流域の長野県根羽村と
の繋がりを通じた森林環境保全啓発に取
り組んでいます。
令和３年度は、根羽村の木材を使用し

た小物制作のワークショップや、展示等を
含むイベントを開催しました。

愛知県 安城市

木箱づくりのワークショップ

3
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る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
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町
村
の
範
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を
超
え
て
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域
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

人
材
育
成
・
担
い
手
対
策
（
43
都
道
府
県
）

や
、
木
材
利
用
の
推
進
・
普
及
啓
発
（
29

都
道
府
県
）
に
譲
与
税
を
活
用
す
る
都
道

府
県
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
（
図
３
）。

　
　
　
林
野
庁
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
組

　
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
譲
与

税
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
、

譲
与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
取
組
の

リ
ス
ト
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
事
例
集

の
改
良
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑴
　「
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
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施
可
能
な
市
町
村
の
取
組
の
例
」（
ポ

　
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
の
公
表

　
林
野
庁
と
総
務
省
は
、
令
和
４
年
６
月

に
、
市
町
村
が
譲
与
税
の
活
用
を
検
討
す

る
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
「
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
市
町
村
の

取
組
の
例
」（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
を

作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。
同
リ
ス
ト
で
は
、

森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
、
普

及
啓
発
の
分
野
別
に
、
実
施
可
能
な
取
組

の
例
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
譲
与
税
の
使
途
は
、
本
リ
ス

⑶
　
そ
の
他

　
こ
の
ほ
か
、
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
へ

の
支
援
と
し
て
、
市
町
村
職
員
向
け
の
説

明
会
・
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
、
市
町
村

へ
の
技
術
的
助
言
を
行
う
「
森
林
経
営
管

理
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
、
情
報
誌
「
シ
ュ

ー
セ
キ
！
」
の
定
期
配
信
、「
地
域
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用
促
進
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
更
な
る
活
　

　
　
　
用
促
進
に
向
け
て

　
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
、
取
組
市
町
村

数
、
活
用
額
、
活
用
実
績
の
い
ず
れ
も
、

着
実
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
各
市
町

村
で
は
、
意
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た

森
林
整
備
や
、
積
立
基
金
を
活
用
し
た
木

造
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
本
格
的
な
取
組

が
始
ま
っ
て
お
り
、令
和
４
年
度
以
降
も
、

更
な
る
取
組
の
進
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
譲
与
税
の
財
源
と

な
る
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
対

す
る
社
会
の
関
心
は
、
大
き
く
高
ま
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
納
税
者

の
皆
様
に
新
た
な
税
の
負
担
を
ご
理
解
頂

く
た
め
に
は
、
課
税
開
始
ま
で
に
譲
与
さ

れ
た
財
源
の
活
用
に
よ
り
、着
実
に
成
果
・

ト
に
掲
げ
た
項
目
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
森
林
整
備
の
促
進
に
資
す
る

内
容
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。

⑵
　「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
」

　
の
改
良

　
林
野
庁
で
は
、
毎
年
度
、
各
地
に
お
け

る
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
事
例
を
整
理

し
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例

集
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
に
公
表
し
た
令
和
３
年

度
の
事
例
集
で
は
、
事
例
を
検
索
し
や
す

く
す
る
た
め
、
紹
介
事
例
の
要
旨
、
使
途

の
分
類
に
よ
る
早
見
表
、
都
道
府
県
別
の

索
引
（
巻
末
）
を
新
た
に
掲
載
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
例
集
に
は
、市
町
村
の
93
事
例
、

都
道
府
県
の
1
0
2
事
例
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
各
年
度
の
事
例
集
は
、
林
野
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
可
能
で
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/-
j/keikaku/kankyouzei/kankyou-
zei_jouyozei.htm
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効
果
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
16
日

に
決
定
さ
れ
た
与
党
税
制
改
正
大
綱
で
、

「
譲
与
税
を
森
林
整
備
や
木
材
利
用
等
に

一
層
有
効
に
活
用
し
、
国
民
の
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
各
地
域
に
お
け
る
取
組
み
の
進
展

状
況
や
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
考
慮
し

つ
つ
、
森
林
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
必
要

な
施
策
の
推
進
に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討

す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
市
町
村
・
都
道
府
県
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な
成
果
を
挙

げ
た
上
で
、
そ
の
成
果
を
住
民
の
皆
様
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
頂
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
と
し
て
も
、
市
町
村
へ
の
支
援

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
譲
与
税

に
よ
る
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
参
り

ま
す
。

譲与税を活用した都道府県の取組事例図３：都道府県における森林環境譲与税の使途（令和３年度）

市町村支援

木材利用・普及啓発

長野県では、都市部等における長野県産材製品の販路
拡大を図るため、県内木材加工事業者と首都圏等の自治
体・消費者とのマッチングを行うコーディネーターを配置し
ています。
令和２～３年度の取組により、千葉県流山市の小中学校

における信濃町産材の活用につながりました。

長野県

鹿児島県では、市町村へ森林経営管理制度の運用に係
る技術的な助言・指導を行う「森林経営管理市町村サポー
トセンター」を設置しています。
令和３年度は、市町村への個別訪問を140回したほか、

森林経営管理制度に係る住民説明会を26回実施するなど
し、119haの森林において経営管理権が設定されました。

鹿児島県

注1：総務省・林野庁調べ
注2：グラフ内の実数は都道府県数、項目は複数選択可
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市町村支援

森林整備の
支援等

人材育成・
担い手対策支援

木材利用・
普及啓発の支援

（都道府県）

（都道府県）
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市町村職員等の研修

「市町村支援」の取組内訳

※上記のほか、税の活用によらない支援（研修等）も実施されている。

4

住民説明会 集積に向けた現地検討会

長野県産材を活用した千葉県流山市立おおぐろの森小学校

所有者情報の整理や森林情
報の精度向上・高度化など
の市町村の業務支援のため
のシステムの構築等

県レベルの事業支援団体の
運営、アドバイザー派遣等
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